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平
成
16
年
第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
議
長
・
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
が
選
ば
れ
、
新
し
い
議
会
の
構

成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
24
件
、
議
員
提
出
議
案
６
件
（
意
見
書
４
件
）
を

審
議
し
、
討
論
（
賛
成
＝
自
由
民
主
党
千
葉
市
議
会
議
員
団
、
反
対
＝
日
本
共
産
党
千
葉
市
議
会
議

員
団
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
行
わ
れ
、
市
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決
処
分
な
ど
12
件
に
つ
い

て
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
市
営
住
宅
等
設
置
管
理
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
16
件
に
つ
い
て
は
、
全

会
一
致
に
よ
り
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
・
同
意
し
ま
し
た
。
議
員
提
出
議
案
の
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正
、
お
よ
び
第
１
回
定
例
会
で
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数
に
よ
り
、
否
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
14
人
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
、
６
月
14
日
に
は
、
納
税
不
正

免
除
事
件
に
関
す
る
緊
急
質
問
が
、
会
派
を
代
表
し
て
５
人
の
議
員
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

《
条
例
》

＊
千
葉
市
交
通
災
害
共
済
条
例
の
廃
止

交
通
災
害
共
済
事
業
を
廃
止
す
る
た
め
、
条

例
を
廃
止
し
ま
す
。

＊
千
葉
市
保
育
所
設
置
管
理
条
例
の
一
部
改
正

千
葉
市
土
気
保
育
所
を
廃
止
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
。

＊
千
葉
市
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
廃
止

千
葉
市
立
土
気
幼
稚
園
を
廃
止
す
る
た
め
、

条
例
を
廃
止
し
ま
す
。

《
千
葉
市
・
四
街
道
市

合
併
協
議
会
の
廃
止
》

平
成
16
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
、
千
葉
市
・

四
街
道
市
合
併
協
議
会
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

《
財
産
の
取
得
》

＊
緑
区
平
山
町
の
若
葉
・
緑
環
境
事
業
所
の
建

物
を
七
億
九
千
九
百
万
円
で
取
得
し
ま
す
。

＊
花
見
川
区
犢
橋
町
の
子
和
清
水
排
水
路
排
水

処
理
施
設
を
四
億
四
千
万
円
で
取
得
し
ま
す
。

《
工
事
請
負
契
約
》

＊
美
浜
区
新
港
の
余
熱
利
用
施
設
新
築
工
事
を

九
億
二
百
万
円
で
、
新
築
電
気
設
備
工
事
を

二
億
五
千
九
百
万
円
で
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

＊
中
央
区
要
町
地
内
他
の
国
道
１
２
６
号
椿
森

陸
橋
交
差
点
改
良
工
事
を
七
億
一
千
四
百
万

円
で
行
い
ま
す
。

《
工
事
委
託
契
約
》

＊
稲
毛
区
黒
砂
３
丁
目
地
内
他
の
新
港
横
戸
町

線
京
成
電
鉄
千
葉
線
交
差
部
工
事
（
そ
の

３
）
を
、
十
五
億
五
千
四
百
万
円
で
委
託
し

ま
す
。

第２回
定例会のあらまし

こ
の
た
び
、
千
葉
市
議
会
の
議
長
な
ら
び
に
副

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

市
政
な
ら
び
に
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
な

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
の
地
方
分
権
に
向
け
た
大
き
な
潮

流
の
中
で
、
真
に
住
民
本
位
の
行
政
主
体
と
し
て

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市

が
、
個
性
と
魅
力
を
競
い
合
う
よ
う
な
自
主
的
・

自
立
的
な
行
財
政
運
営
が
今
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
地
方
分
権
時
代

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
心
も
新
た
に
市
民
福

祉
の
向
上
と
議
会
機
能
の
充
実
・
強
化
に
全
力
を

傾
注
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副議長 中島　賢治 議　長 森　　茂樹

可
決
し
た
主
な
議
案

就
任
あ
い
さ
つ



都市消防委員会（11人）
所管：都市局、消防局

会派構成 （平成16年７月14日現在） 議員定数56人

市議会の
新しい
構成決まる

ちば市議会だより平成16年(2004年)８月 平成16年(2004年)８月

総務委員会（11人）
所管：総務局、企画調整局、財政局、市民局、会計室、選挙管理委員会、人事委員会、監査

委員、固定資産評価審査委員会、議会、他の常任委員会の所管に属しない事項

環境建設委員会（11人）
所管：環境局、建設局、水道局

保健下水委員会（12人）
所管：保健福祉局、下水道局

経済教育委員会（11人）
所管：経済農政局、教育委員会、農業委員会

市議会の
新しい
構成決まる

常
任
委
員
会

常任委員会
ごとに
議席番号順
で掲載

氏　　名
住　　所
所属会派
当選回数

米持
よねもち

克彦
かつひこ

美浜区磯辺４丁目
自由民主党千葉市議会議員団

５回

委員長

奥井
おくい

憲興
のりおき

稲毛区小中台町
千葉市議会公明党

１回

副委員長

武田
たけだ

香織
かお り

花見川区犢橋町
新政五月会
１回

常賀
つねよし

かづ子
こ

稲毛区長沼町
市民ネットワーク

２回

茂手木
も て ぎ

直忠
なおただ

稲毛区轟町１丁目
自由民主党千葉市議会議員団

４回

布施
ふ せ

貴良
まさよし

美浜区高洲３丁目
新政五月会
７回

木村
きむら

正信
まさのぶ

中央区中央３丁目
自由民主党千葉市議会議員団

６回

稲垣
いながき

昌彦
まさひこ

中央区鵜の森町
千葉市議会公明党

８回

市原
いちはら

弘
ひろし

花見川区畑町
自由民主党千葉市議会議員団

６回

向後
こおご

一夫
かず お

中央区新宿１丁目
自由民主党千葉市議会議員団

６回

野本
のもと

信正
のぶまさ

若葉区千城台西１丁目
日本共産党千葉市議会議員団

９回

小川
おがわ

智之
としゆき

若葉区加曽利町
自由民主党千葉市議会議員団

２回

委員長

湯浅
ゆあさ

美和子
み わ こ

美浜区打瀬２丁目
市民ネットワーク

１回

副委員長

小西
こにし

由希子
ゆ き こ

中央区新千葉３丁目
市民ネットワーク

１回

近藤
こんどう

千鶴子
ち ず こ

緑区おゆみ野中央２丁目
千葉市議会公明党

２回

三須
み す

和夫
かず お

緑区誉田町２丁目
自由民主党千葉市議会議員団

３回

中本
なかもと

貞夫
さだ お

稲毛区山王町
自由民主党千葉市議会議員団

３回

前沢
まえざわ

勝之
かつゆき

稲毛区長沼町
新政五月会
５回

竹内
たけうち

正巳
まさ み

稲毛区稲毛町５丁目
21世紀クラブ

６回

柳田
やなぎだ

清
きよし

花見川区花見川
日本共産党千葉市議会議員団

６回

糸
いと

日
ひ

谷
や

義男
よし お

若葉区千城台東４丁目
新政五月会
７回

清野
せいの

裕三
ゆうぞう

若葉区小倉台３丁目
自由民主党千葉市議会議員団

６回

上村
かみむら

井
い

真知子
ま ち こ

美浜区高浜３丁目
千葉市議会公明党

２回

委員長

谷戸
や と

俊雄
とし お

稲毛区小仲台９丁目
自由民主党千葉市議会議員団

１回

副委員長

中村
なかむら

公江
きみ え

花見川区検見川町３丁目
日本共産党千葉市議会議員団

２回

高野
たかの

晴美
はる み

若葉区千城台北３丁目
市民ネットワーク

２回

石井
いしい

茂隆
しげたか

緑区上大和田町
自由民主党千葉市議会議員団

３回

伊藤
いとう

晶
あきら

稲毛区作草部町
新政五月会
４回

佐々木
さ さ き

久昭
ひさあき

若葉区桜木町
新政五月会
５回

斉藤
さいとう

肇
はじめ

中央区鵜の森町
新政五月会
６回

内藤
ないとう

靖夫
やす お

花見川区花見川
千葉市議会公明党

５回

中野
なかの

弘
ひろし

中央区千葉寺町
自由民主党千葉市議会議員団

５回

萩田
はぎた

章
あきら

花見川区作新台６丁目
自由民主党千葉市議会議員団

５回

中野渡
なかのわたり

時男
とき お

美浜区高浜４丁目
新政五月会
２回

委員長

長谷川
は せ が わ

弘美
ひろ み

花見川区花園町
市民ネットワーク

１回

副委員長

福谷
ふくたに

章子
しょうこ

緑区おゆみ野南３丁目
市民ネットワーク

１回

黒宮
くろみや

昇
のぼる

若葉区千城台東３丁目
千葉市議会公明党

１回

小関
おぜき

寿幸
としゆき

稲毛区天台３丁目
日本共産党千葉市議会議員団

２回

宇留間
う る ま

又衛門
またえもん

中央区稲荷町３丁目
自由民主党千葉市議会議員団

１回

三瓶
さんぺい

輝枝
てる え

花見川区花園１丁目
新政五月会
３回

森
もり

茂樹
しげ き

緑区辺田町
自由民主党千葉市議会議員団

３回

福永
ふくなが

洋
ひろし

中央区大森町
日本共産党千葉市議会議員団

６回

石橋
いしばし

毅
たけし

若葉区原町
自由民主党千葉市議会議員団

５回

田
かただ

幸一
こういち

中央区星久喜町
千葉市議会公明党

８回

宍倉
ししくら

清　
せいぞう

若葉区源町
自由民主党千葉市議会議員団

９回

小梛
おなぎ

輝信
てるのぶ

稲毛区小仲台６丁目
自由民主党千葉市議会議員団

３回

委員長

川村
かわむら

博章
ひろあき

花見川区天戸町
自由民主党千葉市議会議員団

１回

副委員長

中島
なかじま

賢治
けん じ

中央区南生実町
自由民主党千葉市議会議員団

２回

山口
やまぐち

晴美
はる み

美浜区磯辺５丁目
市民ネットワーク

２回

木田
き だ

文代
ふみ よ

美浜区真砂１丁目
日本共産党千葉市議会議員団

３回

川岸
かわぎし

俊洋
としひろ

花見川区朝日ヶ丘町
千葉市議会公明党

３回

納元
のうもと

政幸
まさゆき

中央区川戸町
新政五月会
４回

西巻
にしまき

義通
よしみち

花見川区作新台１丁目
21世紀クラブ

７回

立石
たていし

悟
さとる

若葉区大宮台６丁目
新政五月会
８回

橋本
はしもと

登
のぼる

美浜区真砂４丁目
自由民主党千葉市議会議員団

７回

松戸
まつど

敏雄
とし お

花見川区宇那谷町
自由民主党千葉市議会議員団

８回

委
員
長

三
須
和
夫

副
委
員
長

伊
藤
　
晶

長
谷
川
弘
美

小
川
智
之

山
口
晴
美

中
野
渡
時
男

上
村
井
真
知
子

木
田
文
代

納
元
政
幸

内
藤
靖
夫

米
持
克
彦

石
橋
　
毅

向
後
一
夫

大
都
市
税
財
政
制
度
・

地
方
分
権
調
査
特
別
委
員
会

13
人

委
員
長

宍
倉
清

副
委
員
長

黒
宮
　
昇

湯
浅
美
和
子

武
田
香
織

宇
留
間
又
衛
門

小
川
智
之

中
村
公
江

常
賀
か
づ
子

三
瓶
輝
枝

川
岸
俊
洋

米
持
克
彦

布
施
貴
良

清
野
裕
三

都
市
臨
海
部
開
発
問
題

調
査
特
別
委
員
会

13
人

委
員
長

斉
藤
　
肇

副
委
員
長

稲
垣
昌
彦

小
西
由
希
子

福
谷
章
子

谷
戸
俊
雄

佐
々
木
久
昭

前
沢
勝
之

石
橋
　
毅

福
永
　
洋

橋
本
　
登
　

田
幸
一

木
村
正
信

松
戸
敏
雄

監
査
委
員

佐
々
木
久
昭

田
幸
一

農
業
委
員
会
委
員

小
西
由
希
子

小
関
寿
幸

近
藤
千
鶴
子

中
野
　
弘
　

立
石
　
悟

表
彰
審
査
委
員
会
委
員

奥
井
憲
興

中
島
賢
治

森
　
茂
樹

米
持
克
彦

社
会
福
祉
審
議
会
委
員

中
野
渡
時
男

森
　
茂
樹

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

宇
留
間
又
衛
門

三
瓶
輝
枝

保
健
所
運
営
協
議
会
委
員

武
田
香
織

常
賀
か
づ
子

中
野
渡
時
男

近
藤
千
鶴
子

森
　
茂
樹

木
田
文
代

石
橋
　
毅

宍
倉
清

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委
員

黒
宮
　
昇

谷
戸
俊
雄

中
村
公
江

高
野
晴
美

中
野
渡
時
男

石
井
茂
隆

環
境
審
議
会
委
員

小
川
智
之

上
村
井
真
知
子

米
持
克
彦

競
輪
運
営
委
員
会
委
員

宇
留
間
又
衛
門

高
野
晴
美

近
藤
千
鶴
子

斉
藤
　
肇

内
藤
靖
夫

茂
手
木
直
忠

石
橋
　
毅

中
野
　
弘

柳
田
　
清

糸
日
谷
義
男

農
政
審
議
会
委
員

長
谷
川
弘
美

奥
井
憲
興

小
関
寿
幸

萩
田
　
章

布
施
貴
良

松
戸
敏
雄

都
市
計
画
審
議
会
委
員

湯
浅
美
和
子

納
元
政
幸

柳
田
　
清

橋
本
　
登

立
石
　
悟
　

田
幸
一

木
村
正
信

水
道
事
業
運
営
協
議
会
委
員

黒
宮
　
昇

小
川
智
之

山
口
晴
美

三
須
和
夫

石
井
茂
隆

森
　
茂
樹

前
沢
勝
之

野
本
信
正

青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

川
村
博
章

森
　
茂
樹

小
梛
輝
信

都
市
整
備
公
社
評
議
員

湯
浅
美
和
子

長
谷
川
弘
美

奥
井
憲
興

川
村
博
章

谷
戸
俊
雄

小
川
智
之

中
島
賢
治

中
野
渡
時
男

上
村
井
真
知
子

森
　
茂
樹

小
梛
輝
信

米
持
克
彦

会　派　名

22

11

８

７

６

２

役 員 及 び 構 成 員人数

幹事長 副幹事長 副幹事長兼会計幹事

三須　和夫 米持　克彦 小川　智之
相談役

石橋　　毅

川村　博章 宇留間又衛門 谷戸　俊雄
中島　賢治 石井　茂隆 森　　茂樹
小梛　輝信 中本　貞夫 茂手木直忠
中野　　弘 萩田　　章 橋本　　登
木村　正信 市原　　弘 向後　一夫
清野　裕三 松戸　敏雄 宍倉　清

幹事長 副幹事長 会計

伊藤　　晶 中野渡時男 納元　政幸
相談役

立石　　悟

武田　香織 三瓶　輝枝 斉藤　　肇
佐々木久昭 前沢　勝之 布施　貴良
糸日谷義男

幹事長 副幹事長 会計幹事

内藤　靖夫 上村井真知子 川岸　俊洋

黒宮　　昇 奥井　憲興 近藤千鶴子
田　幸一 稲垣　昌彦

幹事長 副幹事長 会計

高野　晴美 常賀かづ子 福谷　章子

小西由希子 湯浅美和子 長谷川弘美
山口　晴美

幹事長 相談役幹事 会計幹事

福永　　洋 野本　信正 柳田　　清

中村　公江 小関　寿幸 木田　文代

幹事長 会計

竹内　正巳 西巻　義通

自 由 民 主 党

千葉市議会議員団

新 政 五 月 会

千葉市議会公明党

市民ネットワーク

日 本 共 産 党

千葉市議会議員団

2 1世紀ク ラ ブ

特

別

委

員

会

各

種

委

員

議
会
運
営
委
員
会
13人

６
月
14
日
に
５
会
派
（
自
由
民
主
党
千
葉

市
議
会
議
員
団
、
新
政
五
月
会
、
千
葉
市
議

会
公
明
党
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
日
本
共

産
党
千
葉
市
議
会
議
員
団
）
の
代
表
か
ら
、

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

逮
捕
・
家
宅
捜
索
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に

つ
い
て
伺
う
。

元
納
税
管
理
課
長
が
平
成
14
年
６
月
17

日
に
県
議
の
平
成
３
年
度
市
県
民
税
第

４
期
滞
納
分
を
職
員
に
命
じ
、
税
務
部
長
の
決

裁
を
受
け
ず
、
独
断
で
処
分
停
止
を
行
っ
た
。

16
年
１
月
５
日
お
よ
び
６
日
に
職
員
の
事
情
聴

取
を
行
っ
た
。
１
月
７
日
か
ら
県
議
と
の
納
付

交
渉
を
続
け
、
１
月
９
日
に
は
本
税
が
完
納
さ

れ
た
。
ま
た
延
滞
金
の
時
効
に
つ
い
て
は
内
部

職
員
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
進
め
、
本
税
と
と

も
に
延
滞
金
の
催
告
を
12
年
12
月
19
日
に
行
っ

た
事
実
を
確
認
し
、
延
滞
金
の
時
効
は
な
い
も

の
と
判
断
し
た
。
そ
の
後
、
県
議
側
と
鋭
意
交

渉
を
重
ね
、
延
滞
金
の
時
効
は
な
い
と
の
確
認

が
と
れ
、
全
額
納
入
が
決
定
。
あ
ら
た
め
て
分

納
誓
約
書
を
受
理
。
ま
た
、
差
し
押
さ
え
に
つ

い
て
は
地
方
税
法
な
ど
に
基
づ
き
、
的
確
に
対

応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
お
よ
び
社
会

的
な
影
響
も
大
き
い
こ
と
な
ど
総
合
的
に
勘
案

し
た
結
果
、
資
産
を
差
し
押
さ
え
し
た
。

５
月
13
日
の
定
例
記
者
会
見
に
お
い
て
告
訴

は
し
な
い
旨
を
発
表
し
た
。

６
月
11
日
に
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
お
よ
び

供
用
容
疑
で
元
課
長
と
職
員
の
２
名
が
逮
捕
さ

れ
本
庁
舎
な
ど
の
家
宅
捜
索
を
受
け
た
。
今
後

の
警
察
当
局
の
捜
査
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

市
民
に
対
し
ど
の
よ
う
に
信
頼
回
復
を
行

う
の
か
。

最
大
の
信
頼
回
復
は
税
務
行
政
の
み
な
ら

ず
す
べ
て
の
行
政
に
お
い
て
、
公
平
公

正
な
仕
事
を
全
職
員
が
行
い
、
そ
の
一
つ
ひ
と

つ
の
積
み
重
ね
の
中
か
ら
今
回
失
っ
た
市
民
の

信
頼
を
回
復
し
て
い
く
し
か
な
い
。

再
発
防
止
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
16
年
２
月

か
ら
二
重
照
合
制
度
お
よ
び
進
行
管
理
表
に
よ

る
管
理
を
実
施
し
て
お
り
、
担
当
者
単
独
で
は

事
務
処
理
を
執
行
で
き
な
い
方
法
に
改
善
し
て

い
る
。
ま
た
、
税
務
職
員
と
し
て
の
意
識
の
高

揚
、
適
正
な
事
務
執
行
の
研
修
を
行
っ
て
き
た
。

引
き
続
き
職
員
の
研
修
充
実
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の

改
善
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

公
務
員
に
よ
る
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
お

よ
び
供
用
の
罪
は
、
刑
法
で
10
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
と
い
う
か

Q A Q A Q

な
り
重
い
刑
罰
で
、
重
大
な
犯
罪
で
あ
る
の
に

市
長
は
な
ぜ
元
課
長
を
告
訴
し
な
か
っ
た
の
か
。

事
件
に
関
与
し
た
職
員
に
対
す
る
処
分
と

し
て
は
一
番
重
い
処
分
を
し
た
。
社
会

的
な
制
裁
も
十
分
に
受
け
て
お
り
、
そ
の
う
え

告
訴
は
ど
う
か
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
そ

の
こ
と
が
、
甘
か
っ
た
と
い
う
批
判
は
受
け
ざ

る
を
得
な
い
。

分
納
誓
約
と
差
し
押
さ
え
の
的
確
性
に
つ

い
て
伺
う
。
新
聞
報
道
で
は
、
花
沢
県

議
の
毎
月
の
返
済
額
が
五
十
万
円
、
差
し
押
さ

え
財
産
は
三
百
五
十
万
円
と
い
う
が
、
２
年
間

で
の
全
額
回
収
は
無
理
で
は
な
い
か
。
時
効
中

断
の
差
し
押
さ
え
で
は
な
く
一
億
六
千
万
円
に

相
当
す
る
財
産
を
差
し
押
さ
え
し
、
誓
約
不
履

行
時
に
は
公
売
し
、
回
収
す
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
な
ぜ
過
少
の
差
し
押
さ
え
と
し
た
の
か
。

差
し
押
さ
え
に
つ
い
て
は
分
納
誓
約
が
確

実
に
履
行
さ
れ
る
こ
と
が
最
善
で
あ
る
こ

と
か
ら
そ
の
履
行
を
担
保
す
る
た
め
に
行
っ
た
。

分
納
誓
約
の
期
間
は
、
地
方
税
法
で
１
年
と
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
理
由
の
あ
る
と
き
は
さ
ら

に
１
年
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
期
間
内
に
納
付
す
る
よ
う
に
整

理
し
た
。
現
時
点
で
は
的
確
に
延
滞
金
を
短
期

間
で
徴
収
す
る
こ
と
で
最
善
の
努
力
を
し
て
い

き
た
い
。二

人
が
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
を
、
市
当
局
も

把
握
し
て
い
た
の
か
。

背
任
に
つ
い
て
は
意
識
し
て
い
た
が
、
公

電
磁
的
記
録
不
正
作
出
・
同
供
用
に
つ

い
て
は
、
私
自
身
は
ご
く
最
近
ま
で
知
ら
な
か

っ
た
。
捜
査
当
局
の
最
後
の
段
階
で
こ
の
問
題

も
あ
る
と
聞
い
た
。
不
明
を
皆
さ
ん
に
お
詫
び

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
民
の
注
目
点
は
、
約
一
億
六
千
万
円

の
分
納
誓
約
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
税
を

徴
収
で
き
る
か
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
当
局
の

覚
悟
と
見
解
を
伺
う
。

市
民
の
信
頼
回
復
の
た
め
に
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
分
納
誓
約
が
確
実
に
実
行
さ

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
２
年
間
全
力
を
挙
げ

て
そ
の
全
額
徴
収
に
向
け
て
の
努
力
を
す
る
こ

と
で
あ
る
。
公
平
公
正
な
行
政
を
行
い
、
市
民

の
信
頼
を
回
復
し
て
い
く
、
そ
の
努
力
が
私
に

課
せ
ら
れ
た
一
番
の
責
任
で
あ
る
。

逮
捕
者
が
出
た
問
題
に
対
応
す
る
職
員
が

土
日
に
市
役
所
に
い
な
か
っ
た
市
の
危
機

管
理
体
制
の
不
備
を
指
摘
す
る
。
こ
の
対
応
の

適
否
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

す
で
に
捜
査
当
局
か
ら
の
書
類
の
押
収
な

ど
も
一
切
す
み
、
捜
査
機
関
に
委
ね
ら

れ
た
の
で
、
私
と
し
て
は
あ
え
て
職
員
を
出
勤

さ
せ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

A Q A Q A Q A Q A

こ
れ
以
上
税
務
行
政
の
市
民
の
不
信
感
を

増
大
さ
せ
な
い
た
め
に
も
行
政
へ
の
信
頼

回
復
を
最
優
先
し
延
滞
金
の
総
額
、
分
納
誓
約

書
内
容
、
延
滞
金
の
完
済
計
画
内
容
、
そ
の
担

保
内
容
も
含
め
て
開
示
し
行
政
と
し
て
市
民
へ

の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
説

明
責
任
を
果
た
す
市
長
の
覚
悟
の
有
無
を
伺
う
。

市
民
へ
の
説
明
責
任
に
つ
い
て
は
、
時
々

に
応
じ
て
担
当
局
長
の
記
者
会
見
、
処

分
を
行
っ
た
と
き
の
助
役
の
記
者
会
見
、
全
体

に
つ
い
て
は
、
私
も
記
者
会
見
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
の
逮
捕
さ
れ
た
と
き
に
も
、
緊
急
記
者
会

見
の
要
請
が
あ
り
、
答
え
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、

市
政
だ
よ
り
な
ど
で
も
お
詫
び
を
し
て
い
る
。
私

と
し
て
は
や
る
べ
き
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

る
。延

滞
金
の
総
額
、
分
納
誓
約
書
内
容
の
開
示

な
ど
に
つ
い
て
は
守
秘
義
務
が
あ
る
の
で
お
答

え
で
き
な
い
。

職
員
と
元
職
員
の
二
人
が
逮
捕
さ
れ
た
容

疑
は
、
刑
法
の
背
任
罪
で
は
な
く
、
刑

法
第
１
６
１
条
の
２
の
電
磁
的
記
録
不
正
作
出

お
よ
び
供
用
で
あ
っ
た
。
元
課
長
ら
の
行
為
が

こ
の
罪
に
触
れ
る
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
を
総
務

局
は
承
知
し
て
い
た
か
伺
う
。

刑
法
第
１
６
１
条
の
２
の
禁
止
事
項
に
つ

い
て
は
承
知
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て

は
電
磁
的
記
録
不
正
作
出
罪
も
包
含
し
て
対
応

を
検
討
し
て
き
た
。

元
課
長
を
、
結
果
と
し
て
、
花
沢
県
議
の

免
税
を
行
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
配
置
し
た
責

任
は
市
長
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
以
前
か
ら

滞
納
や
時
効
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
。
便
宜
を
図
る
た
め
の
人
事
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

人
事
は
公
平
公
正
に
行
っ
て
お
り
、
人
事

を
行
う
際
、
元
課
長
と
県
議
と
の
関
係

は
一
切
判
断
の
外
で
あ
り
、
人
物
な
ど
を
判
断

し
て
適
正
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
結
果
的
に

こ
う
い
う
事
案
を
起
こ
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

任
命
権
者
と
し
て
責
任
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

こ
の
他
に
次
の
よ
う
な
質
問
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。

●
背
任
に
当
た
る
か
ど
う
か
市
の
見
解
に
つ
い

て
。

●
徴
税
事
務
に
つ
い
て
内
部
監
査
あ
る
い
は
外

部
監
査
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
。

●
逮
捕
を
事
前
に
予
期
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
。

●
市
長
は
税
金
の
公
平
性
を
歪
め
る
こ
と
が
ど

れ
ほ
ど
重
大
な
問
題
で
あ
り
、
市
民
の
信
頼

を
回
復
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
税
の
専
門
家
と

し
て
十
分
承
知
し
て
い
る
は
ず
で
は
な
い
の

か
。

A Q A Q A Q

納
税
不
正
免
除
事
件
に

関
す
る
緊
急
質
問

議　長 森　茂樹 副議長 中島　賢治



ちば市議会だより No.45平成16年(2004年)８月

この市議会だよりは100％再生紙を使用しています　

表
紙
の
写
真
は
、

千
葉
公
園
の
大
賀
ハ

ス
の
様
子
で
す
。

ハ
ス
池
に
は
、
約

２
千
年
前
の
種
か
ら

芽
生
え
た
大
賀
ハ
ス
が
、
６
月
中
旬
か
ら
７

月
下
旬
に
か
け
て
清
楚
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

こ
の
ハ
ス
池
の
畔
に
あ
る
蓮
華
亭
は
、
ハ

ス
の
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
屋
根
は
２

枚
の
ハ
ス
の
葉
を
か
ぶ
せ
た
よ
う
な
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
建
物
の
中
に
は
、
大
賀
ハ
ス
の
資

料
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
園
内
で
は
、
春
に
は
桜
、
初
夏
に

は
フ
ジ
、
秋
に
は
イ
チ
ョ
ウ
や
モ
ミ
ジ
な
ど
、

四
季
を
通
じ
て
風
情
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先
　
議
会
事
務
局
調
査
課

q
０
４
３
（
２
４
５
）
５
４
７
２

一

般

質

問

６
月
15
日
に
開
か
れ
、
市
長
提
出
議

案
22
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
請
願

６
件
、
陳
情
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
市
長
提
出
議
案

は
可
決
と
な
り
、
議
員
提
出
議
案
は
否
決

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
・
陳
情
は
、
採
択
送
付
１

件
、
不
採
択
８
件
、
継
続
審
査
３
件
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
中
の
５
月
17
日
に
保
健

下
水
委
員
会
が
開
か
れ
、
議
員
提
出
議

案
の
高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
審
査
し
、
否
決
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
同
日
、
経
済
教

育
委
員
会
が
開
か
れ
、
陳
情
１
件
を
審

査
し
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

余
熱
利
用
施
設
新
築
工
事
請
負
契
約
な

ど
議
案
６
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
１
件
を

審
査
し
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
の
整
備
に

つ
い
て
、
利
用
者
数
お
よ
び
収
益
の
見
込

み
、
初
心
者
が
楽
し
む
た
め
の
工
夫
、
ま

た
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て
、
募
集
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
運

営
実
績
を
有
す
る
業
者
の
有
無
、
こ
の
ほ

か
財
政
危
機
の
中
で
建
設
を
急
ぐ
理
由
、
温

浴
施
設
の
整
備
内
容
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
花
沢
三
郎
県
議
会
議
員
の
延
滞
金
全
額

徴
収
を
求
め
る
請
願

採
択
送
付

▼
障
害
者
の
切
実
な
ね
が
い
で
あ
る
雇
用
の

促
進
に
関
す
る
請
願

不
採
択

保
健
下
水
委
員
会

保
育
所
設
置
管
理
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
市
長
提
出
議
案
２
件
、
議
員
提
出
議
案

１
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
２
件
を
審
査
し
、

土
気
保
育
所
の
廃
止
に
つ
い
て
、
保
護
者

へ
の
説
明
方
法
、
説
明
に
対
す
る
意
見
や

要
望
内
容
、
子
育
て
の
経
済
的
負
担
軽
減

を
求
め
る
声
へ
の
対
応
、
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
公
立
保
育
所
整
備
の
必
要
性
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
出
議
案
の
国
民
健
康
保

険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
保
険
料

引
き
下
げ
額
を
一
万
円
と
し
た
算
出
根
拠
、

保
険
料
引
き
下
げ
に
よ
る
国
保
財
政
へ
の
影

響
額
お
よ
び
財
源
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
中
の
５
月
17
日
に
議
員
提

出
議
案
の
高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
関
す
る

条
例
の
制
定
お
よ
び
陳
情
１
件
を
審
査
し
、

同
条
例
に
つ
い
て
、
虐
待
と
判
断
す
る
根

拠
、
本
市
が
高
齢
者
虐
待
問
題
に
対
応
し

て
い
く
た
め
の
指
針
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
無
免
許
マ
ッ
サ
ー
ジ
か
ら
住
民
の
命
と
健

康
を
守
る
た
め
の
請
願

不
採
択

▼
障
害
者
の
切
実
な
ね
が
い
の
実
現
を
求
め

る
請
願

不
採
択

▼
千
葉
市
立
土
気
保
育
所
の
廃
止
・
民
営

化
に
関
す
る
陳
情

不
採
択

▼
千
葉
市
立
土
気
幼
稚
園
「
跡
地
」
に
新

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
保
育
所
の
運
営
法

人
選
定
に
つ
い
て
の
陳
情

不
採
択

環
境
建
設
委
員
会

新
港
横
戸
町
線
京
成
電
鉄
千
葉
線
交
差

部
工
事
（
そ
の
３
）
に
係
る
工
事
委
託
契

約
な
ど
議
案
７
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し
、

同
工
事
委
託
に
つ
い
て
、
全
体
工
事
費
の

内
訳
、
今
後
の
工
程
、
委
託
金
額
の
積
算

方
法
お
よ
び
妥
当
性
、
委
託
事
業
者
に
対

す
る
本
市
の
監
督
方
法
、
函か
ん

体た
い

（
鋼
製
函は
こ

型
部
材
）
を
埋
設
す
る
工
法
、
施
工
に
よ

り
鉄
道
に
与
え
る
影
響
お
よ
び
安
全
対
策
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
蘇
我
駅
に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
を
求
め
る

請
願

不
採
択

経
済
教
育
委
員
会

市
立
幼
稚
園
設
置
条
例
の
廃
止
な
ど
議

案
２
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
２
件
を
審
査

し
、
公
立
と
私
立
幼
稚
園
の
保
護
者
負
担

額
の
比
較
、
保
育
年
数
の
延
長
と
入
園
児

の
減
少
に
対
す
る
見
解
、
保
護
者
説
明
会

の
状
況
、
保
護
者
な
ど
が
廃
園
に
理
解
を

示
さ
な
い
理
由
、
廃
園
に
至
る
意
思
形
成

過
程
で
の
情
報
提
供
な
ら
び
に
情
報
公
開
の

状
況
、
同
地
区
に
あ
る
私
立
幼
稚
園
の
受

け
入
れ
状
況
と
教
育
方
針
の
相
違
点
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
閉
会
中
の
５
月
17
日
に
陳
情
１

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

▼
障
害
者
の
切
実
な
ね
が
い
で
あ
る
教
育
条

件
の
整
備
に
関
す
る
請
願

不
採
択

▼
千
葉
市
立
土
気
幼
稚
園
の
存
続
に
関
す

る
陳
情

不
採
択

▼
早
期
か
ら
の
適
切
な
性
教
育
の
実
施
を
要

望
す
る
陳
情

不
採
択

▼
千
葉
市
立
土
気
幼
稚
園
廃
園
の
延
期
に

関
す
る
陳
情

不
採
択

都
市
消
防
委
員
会

蘇
我
特
定
地
区
北
側
横
水
路
改
修
工
事

（
そ
の
２
）
に
係
る
工
事
請
負
契
約
な
ど
議

案
５
件
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
、
交
通
渋

滞
へ
の
対
策
、
球
技
場
お
よ
び
商
業
施
設

へ
の
予
想
来
場
者
数
、
希
少
植
物
を
移
植

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
、
当
該
工
事

に
よ
る
地
価
へ
の
影
響
、
工
事
費
用
の
負

担
内
訳
、
国
道
３
５
７
号
線
と
西
千
葉
駅

稲
荷
町
線
と
の
交
差
部
の
形
状
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
と
お
り
所
管
事
務
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
社
会
福
祉
法
人
鳳
雄
会
が
設
立
す
る
児

童
福
祉
施
設
に
つ
い
て

（
保
健
下
水
委
員
会
）

＊
京
葉
道
路
蘇
我
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
フ

ル
化
事
業
に
つ
い
て（

環
境
建
設
委
員
会
）

＊
小
学
校
の
適
正
配
置
（
統
合
）
に
つ
い

て

（
経
済
教
育
委
員
会
）

＊
（
仮
称
）
蘇
我
ハ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
の
概

要
に
つ
い
て

（
経
済
教
育
委
員
会
）

５
月
19
日
に
開
か
れ
、
平
成
16
年
度
国

家
予
算
に
関
す
る
要
望
な
ど
の
経
過
報
告
に

つ
い
て
、
調
査
し
ま
し
た
。

傍聴のご案内
平成16年第３回定例会は９月９日vに開

会する予定です。
本会議は、原則として公開していますの

で、どなたでも傍聴できます。
傍聴は、本会議の当日、議会棟１階で受け
付けています。
会議日程は９月６日zに決まる予定です。

千葉市議会ホームページのお知らせ
本市議会のホームページでは、会議日程や会
議の結果、市議会のしくみ、議員名簿、本会議
や予算・決算審査特別委員会の生中継や録画
放映などがご覧になれます。
さらに会議録の検索と閲覧もできます。

ホームページアドレス
http://www.city.chiba.jp/gikai/

常

任

委

員

会

市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
が
、
６
月
17

日
か
ら
23
日
ま
で
の
５
日
間
に
14
人
の
議
員

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
質
問
項
目

は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
国
際
交
流
に
つ
い
て

●
次
期
５
か
年
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

●
花
沢
三
郎
県
議
会
議
員
市
県
税
免
除
問

題
に
つ
い
て

●
雇
用
施
策
に
つ
い
て

●
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
と
ひ
と
り

親
家
庭
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て

●
引
き
こ
も
り
に
つ
い
て

●
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

●
蘇
我
特
定
地
区
の
整
備
推
進
に
つ
い
て

●
都
市
再
生
と
蘇
我
臨
海
開
発
に
つ
い
て

●
公
営
住
宅
の
管
理
業
務
の
民
間
委
託
に

つ
い
て

●
花
島
公
園
に
つ
い
て

●
教
育
委
員
会
会
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●
教
育
に
お
け
る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て

●
歴
史
教
科
書
資
料
本
（
副
読
本
）
の
自

虐
記
述
に
つ
い
て

環境建設委員会審査風景

大
都
市
税
財
政
制
度
・

地
方
分
権
調
査
特
別
委
員
会

議員提出議案として４件の意見書を審議し、可決しました。可決した意見書

は、関係行政機関に提出しました。

永年にわたり市政の振興に努められた功績により、全国、関東、千
葉県市議会議長会から次の議員が表彰され、６月８日の本会議場にお
いて表彰状が伝達されました。

全国、関東市議会議長会から中本貞夫議員、木村正信議員にそれぞ
れ感謝状が授与され、６月８日の本会議場において伝達されました。

●森林整備の推進により京都議定書の排出削減目標の達成を求める意見書

●独立行政法人都市再生機構による良好な居住環境の整備に関する意見書

●介護予防対策の拡充を求める意見書

●教育基本法の改正について徹底論議を求める意見書

在職30年以上特別表彰

宍　倉　清　
在職25年以上特別表彰

糸日谷　義　男
在職15年以上表彰

米　持　克　彦

可 決 し た 意 見 書
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